
（別紙３）

～ 令和6年　11月　10日

（対象者数） 4 （回答者数） 2

～ 令和6年　11月　10日

（対象者数） 13 （回答者数） 13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1
・色々な活動が行えるように職員研修
　等に参加したり、情報を取り入れる。

2

・限られた時間など外出や色々なことが
　もっとできるようなプログラムを
　検討していく。

3

・活動等に苦手な分野も織り交ぜて
　個々の成⾧を促す取り組みをして
　いく

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・散歩を兼ねて少し遠い公園に行ったり
　近くの安全な遊歩道等を歩いて散策
　する。

2
・時間を区切って個別や小集団で活動
　内容を分けて行うなど、きめ細かく行う

3

個々の特性に応じた支援を行っている。
・本人が好きな事、得意な事を見つけて
　引き出し、意欲的に取り組めるように
　する。

個別・集団・小集団での活動

・日々のプログラムは1つに絞らず、できるだけ子ども
たちが活動の選択ができるように支援している。また
ニーズに合わせて個別活動（療育）や小集団での活動
（製作、手作りおやつ等）、集団（集会、ゲーム等）を
通して多様な体験ができるように支援している。

異年齢児や重心児童との交流を行って
いる。

・年上や重心児の児童との交流の中で、
　優しく接してもらったり遊んでもら
　ったり、お互いに刺激を受けている。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

徒歩で行ける場所や安全に遊べる広い
場所や遊具がない

・身体を動かして遊ぶことが好きな
　子が多い

利用人数が多い日は個室スペースが足り
ないなどの環境の整備が必要

・異年齢児や周囲の音や声などの
　環境的なもの

令和6年　10月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和6年　11月　15日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 さくらっ子（児童発達支援）

○保護者評価実施期間 令和6年　10月　1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


